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農場HACCP・JGAPの⽬的

2

農場に求められていること
○飼養管理⇒飼養衛⽣管理基準の遵守

⼊場者管理、洗浄・消毒、、
○⾷品安全管理⇒抗菌性物質の残留管理、注射針の残留管理、⼈獣共通
感染症の管理

抗⽣剤使⽤記録、注射針使⽤記録、、

更に
○抗⽣物質使⽤量の低減化
○アニマルウェルフェアへの対応
○労働者管理など

マニュアル、記録管理は必須となっている。
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農場が認証に取組む⽬的

農場HACCP・JGAPの⽬的

○農場の管理向上
農場内会議⇒⽬標と達成状況確認、課題解決など
従業員教育

○農場の安全性証明
各記録の管理⇒第三者による認証と継続

○労働安全
農場内での労働安全管理

○販売への有利性
出荷先からの要求
認証取得農場優先取引
消費者へのアピールの⼀つとして、、 ⇒製品に認証シール添付など



各県の取組

4 徳島県HPより



各県の取組
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販売先の取組
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JR東⽇本ふるさと納税HPより

ホームページなどにて、品質管理の証明として
アピールすることも



⽣産者間での取組
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A2ミルク認証
JGAPもしくは同等の認証の取得が
必須条件となっている。

団体認証
⽣産組合での認証取得
グループ農場での認証取得など

販売促進
ホームページ上での提⽰
輸出関連業者との取引時に

取引上必須



その他
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●東京オリパラ競技⼤会での実績
①メインダイニングホール等
⽣鮮⾷品の総利⽤量︓547.6トン（うち国産利⽤量︓330.7トン、国産利⽤率60％））
⾁類の総利⽤量 ︓113.1トン（うち国産利⽤量︓52.5トン、国産利⽤率46％））

⾁類
GAP認証 25％
都道府県のGAP認証、取得チャレンジ 35％

②カジュアルダイニング
⽣鮮⾷品の総利⽤量︓ 21.1トン（うち国産利⽤量︓ 21.1トン、国産利⽤率︓100％）
⾁類の総利⽤量 ︓ 4.3トン（うち国産利⽤量 ︓ 4.3トン、国産利⽤率︓100％）
⾁類
GAP認証 71％
都道府県のGAP認証、取得チャレンジ 29％

●⼤阪万博でのJGAP認証物使⽤実績⇒集計中



認証取得には
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●⼈と時間が必要
会議、マニュアル、記録 すべての飼養者に必要な事項

●品質管理の必要
品質管理の証明として取引先より
⾊々な認証、証明を求められることが増えている

農場内で備えておく必要が
ある

農場で取り組むべき必要な要素が⼊っている、
認証制度はそのツールとなる。
⼀⽅で認証取得には、費⽤と継続が必要となる。



HACCP認証農場数について
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2026年1⽉9⽇現在
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JGAP認証農場数について
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2026年1⽉9⽇現在
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SMC認証新規農場数推移
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認証に取り組む意義
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●農場の今後を考えたときに、その⼿段として認証に取り
組むことは⼀番の近道となる。
⇒取り組み⽅、記載様式、マニュアルなど事例がたくさ
んある。そして指導者がいる

※農場で話し合う機会

※農場に合った⽇々の記録


